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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光要素と制御要素とを有する発光装置であって、
　少なくとも、発光要素として、
　青色半導体発光素子、
　緑色蛍光体、および、
　赤色蛍光体を有し、
　波長をλ（ｎｍ）とし、
　当該発光要素から主たる放射方向に出射される光の分光分布をΦｅｌｍ（λ）、当該発
光装置から主たる放射方向に出射される光の分光分布をφＳＳＬ（λ）とし、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件Ｉ～条件ＩＶの少なくともいずれかを満たさず、
φＳＳＬ（λ）を有する光は下記条件Ｉ～条件ＩＶのすべてを満たすことを特徴とする発
光装置。
条件Ｉ：
　対象となる光による照明を数学的に仮定した場合の＃０１から＃１５の下記１５種類の
修正マンセル色票のＣＩＥ　１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間におけるａ＊値、ｂ＊値をそ
れぞれａ＊

ｎ、ｂ＊
ｎ（ただしｎは１から１５の自然数）とし、

　対象となる光の相関色温度Ｔ（Ｋ）に応じて選択される基準の光での照明を数学的に仮
定した場合の前記１５種類の修正マンセル色票のＣＩＥ　１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間
におけるａ＊値、ｂ＊値をそれぞれａ＊

ｎｒｅｆ、ｂ＊
ｎｒｅｆ（ただしｎは１から１５

の自然数）とした場合に、飽和度差ΔＣｎが、
　－４．００　≦　ΔＣｎ　≦　８．００　（ｎは１から１５の自然数）
である。
条件ＩＩ：
　下記式（３）で表される対象となる光における飽和度差の平均が、

【数１】

【数２】

である。
条件ＩＩＩ：
　対象となる光における飽和度差の最大値をΔＣｍａｘ、対象となる光における飽和度差
の最小値をΔＣｍｉｎとした場合に、前記飽和度差の最大値と、前記飽和度差の最小値と
の間の差｜ΔＣｍａｘ－ΔＣｍｉｎ｜が、
　２．００　≦　｜ΔＣｍａｘ－ΔＣｍｉｎ｜　≦　１０．００
である。
　ただし、ΔＣｎ＝√｛（ａ＊

ｎ）２＋（ｂ＊
ｎ）２｝－√｛（ａ＊

ｎｒｅｆ）２＋（ｂ
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＊
ｎｒｅｆ）２｝とする。

　１５種類の修正マンセル色票
　＃０１　　　　７．５　Ｐ　　４　　／１０
　＃０２　　　１０　　　ＰＢ　４　　／１０
　＃０３　　　　５　　　ＰＢ　４　　／１２
　＃０４　　　　７．５　　Ｂ　５　　／１０
　＃０５　　　１０　　　ＢＧ　６　　／　８
　＃０６　　　　２．５　ＢＧ　６　　／１０
　＃０７　　　　２．５　　Ｇ　６　　／１２
　＃０８　　　　７．５　ＧＹ　７　　／１０
　＃０９　　　　２．５　ＧＹ　８　　／１０
　＃１０　　　　５　　　　Ｙ　８．５／１２
　＃１１　　　１０　　　ＹＲ　７　　／１２
　＃１２　　　　５　　　ＹＲ　７　　／１２
　＃１３　　　１０　　　　Ｒ　６　　／１２
　＃１４　　　　５　　　　Ｒ　４　　／１４
　＃１５　　　　７．５　ＲＰ　４　　／１２
条件ＩＶ：
　対象となる光による照明を数学的に仮定した場合の前記１５種類の修正マンセル色票の
ＣＩＥ　１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間における色相角をθｎ（度）（ただしｎは１から
１５の自然数）とし、
　対象となる光の相関色温度Ｔに応じて選択される基準の光での照明を数学的に仮定した
場合の前記１５種類の修正マンセル色票のＣＩＥ　１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間におけ
る色相角をθｎｒｅｆ（度）（ただしｎは１から１５の自然数）とした場合に、色相角差
の絶対値｜Δｈｎ｜が、
　０．００　度　≦　｜Δｈｎ｜　≦　１２．５０　度　（ｎは１から１５の自然数）
である。
　ただし、Δｈｎ＝θｎ－θｎｒｅｆとする。
【請求項２】
　発光要素と制御要素とを有する発光装置であって、
　少なくとも、発光要素として、
　青色半導体発光素子、
　緑色蛍光体、および、
　赤色蛍光体を有し、
　波長をλ（ｎｍ）とし、
　当該発光要素から主たる放射方向に出射される光の分光分布をΦｅｌｍ（λ）、当該発
光装置から主たる放射方向に出射される光の分光分布をφＳＳＬ（λ）とし、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件Ｉ～条件ＩＶのすべてを満たし、φＳＳＬ（λ）
を有する光も下記条件Ｉ～条件ＩＶのすべてを満たすことを特徴とする発光装置。
条件Ｉ：
　対象となる光による照明を数学的に仮定した場合の＃０１から＃１５の下記１５種類の
修正マンセル色票のＣＩＥ　１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間におけるａ＊値、ｂ＊値をそ
れぞれａ＊

ｎ、ｂ＊
ｎ（ただしｎは１から１５の自然数）とし、

　対象となる光の相関色温度Ｔ（Ｋ）に応じて選択される基準の光での照明を数学的に仮
定した場合の前記１５種類の修正マンセル色票のＣＩＥ　１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間
におけるａ＊値、ｂ＊値をそれぞれａ＊

ｎｒｅｆ、ｂ＊
ｎｒｅｆ（ただしｎは１から１５

の自然数）とした場合に、飽和度差ΔＣｎが、
　－４．００　≦　ΔＣｎ　≦　８．００　（ｎは１から１５の自然数）
である。
条件ＩＩ：
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　下記式（３）で表される対象となる光における飽和度差の平均が、
【数３】

【数４】

である。
条件ＩＩＩ：
　対象となる光における飽和度差の最大値をΔＣｍａｘ、対象となる光における飽和度差
の最小値をΔＣｍｉｎとした場合に、前記飽和度差の最大値と、前記飽和度差の最小値と
の間の差｜ΔＣｍａｘ－ΔＣｍｉｎ｜が、
　２．００　≦　｜ΔＣｍａｘ－ΔＣｍｉｎ｜　≦　１０．００
である。
　ただし、ΔＣｎ＝√｛（ａ＊

ｎ）２＋（ｂ＊
ｎ）２｝－√｛（ａ＊

ｎｒｅｆ）２＋（ｂ
＊
ｎｒｅｆ）２｝とする。

　１５種類の修正マンセル色票
　＃０１　　　　７．５　Ｐ　　４　　／１０
　＃０２　　　１０　　　ＰＢ　４　　／１０
　＃０３　　　　５　　　ＰＢ　４　　／１２
　＃０４　　　　７．５　　Ｂ　５　　／１０
　＃０５　　　１０　　　ＢＧ　６　　／　８
　＃０６　　　　２．５　ＢＧ　６　　／１０
　＃０７　　　　２．５　　Ｇ　６　　／１２
　＃０８　　　　７．５　ＧＹ　７　　／１０
　＃０９　　　　２．５　ＧＹ　８　　／１０
　＃１０　　　　５　　　　Ｙ　８．５／１２
　＃１１　　　１０　　　ＹＲ　７　　／１２
　＃１２　　　　５　　　ＹＲ　７　　／１２
　＃１３　　　１０　　　　Ｒ　６　　／１２
　＃１４　　　　５　　　　Ｒ　４　　／１４
　＃１５　　　　７．５　ＲＰ　４　　／１２
条件ＩＶ：
　対象となる光による照明を数学的に仮定した場合の前記１５種類の修正マンセル色票の
ＣＩＥ　１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間における色相角をθｎ（度）（ただしｎは１から
１５の自然数）とし、
　対象となる光の相関色温度Ｔに応じて選択される基準の光での照明を数学的に仮定した
場合の前記１５種類の修正マンセル色票のＣＩＥ　１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間におけ
る色相角をθｎｒｅｆ（度）（ただしｎは１から１５の自然数）とした場合に、色相角差
の絶対値｜Δｈｎ｜が、
　０．００　度　≦　｜Δｈｎ｜　≦　１２．５０　度　（ｎは１から１５の自然数）
である。
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　ただし、Δｈｎ＝θｎ－θｎｒｅｆとする。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の発光装置であって、
　前記Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件１を満たさず、前記φＳＳＬ（λ）を有する
光は下記条件１を満たすことを特徴とする発光装置。
条件１：
　対象となる光の分光分布をφ（λ）、対象となる光の相関色温度Ｔに応じて選択される
基準の光の分光分布をφｒｅｆ（λ）、
　対象となる光の三刺激値を（Ｘ、Ｙ、Ｚ）、
　前記相関色温度Ｔに応じて選択される基準の光の三刺激値を（Ｘｒｅｆ、Ｙｒｅｆ、Ｚ

ｒｅｆ）とし、
　対象となる光の規格化分光分布Ｓ（λ）と、対象となる光の基準の光の規格化分光分布
Ｓｒｅｆ（λ）と、これら規格化分光分布の差ΔＳ（λ）をそれぞれ、
　Ｓ（λ）＝φ（λ）／Ｙ
　Ｓｒｅｆ（λ）＝φｒｅｆ（λ）／Ｙｒｅｆ

　ΔＳ（λ）＝Ｓｒｅｆ（λ）－Ｓ（λ）
と定義し、
　波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲で、前記Ｓ（λ）の最長波長極大値を与える
波長をλＲＬ－ｍａｘ（ｎｍ）とした際に、前記λＲＬ－ｍａｘよりも長波長側にＳ（λ

ＲＬ－ｍａｘ）／２となる波長Λ４が存在する場合においては、
　下記数式（１）で表される指標Ａｃｇが、
　－１０．０　＜　Ａｃｇ　≦　１２０．０
であり、
　一方、波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲で、前記Ｓ（λ）の最長波長極大値を
与える波長をλＲＬ－ｍａｘ（ｎｍ）とした際に、前記λＲＬ－ｍａｘよりも長波長側に
Ｓ（λＲＬ－ｍａｘ）／２となる波長Λ４が存在しない場合においては、
　下記数式（２）で表される指標Ａｃｇが、
　－１０．０　＜　Ａｃｇ　≦　１２０．０
である。
【数５】

【数６】

【請求項４】
　請求項１又は２に記載の発光装置であって、
　前記Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件１を満たし、前記φＳＳＬ（λ）を有する光
も下記条件１を満たすことを特徴とする発光装置。
条件１：
　対象となる光の分光分布をφ（λ）、対象となる光の相関色温度Ｔに応じて選択される
基準の光の分光分布をφｒｅｆ（λ）、
　対象となる光の三刺激値を（Ｘ、Ｙ、Ｚ）、
　前記相関色温度Ｔに応じて選択される基準の光の三刺激値を（Ｘｒｅｆ、Ｙｒｅｆ、Ｚ

ｒｅｆ）とし、
　対象となる光の規格化分光分布Ｓ（λ）と、対象となる光の基準の光の規格化分光分布
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Ｓｒｅｆ（λ）と、これら規格化分光分布の差ΔＳ（λ）をそれぞれ、
　Ｓ（λ）＝φ（λ）／Ｙ
　Ｓｒｅｆ（λ）＝φｒｅｆ（λ）／Ｙｒｅｆ

　ΔＳ（λ）＝Ｓｒｅｆ（λ）－Ｓ（λ）
と定義し、
　波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲で、前記Ｓ（λ）の最長波長極大値を与える
波長をλＲＬ－ｍａｘ（ｎｍ）とした際に、前記λＲＬ－ｍａｘよりも長波長側にＳ（λ

ＲＬ－ｍａｘ）／２となる波長Λ４が存在する場合においては、
　下記数式（１）で表される指標Ａｃｇが、
　－１０．０　＜　Ａｃｇ　≦　１２０．０
であり、
　一方、波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲で、前記Ｓ（λ）の最長波長極大値を
与える波長をλＲＬ－ｍａｘ（ｎｍ）とした際に、前記λＲＬ－ｍａｘよりも長波長側に
Ｓ（λＲＬ－ｍａｘ）／２となる波長Λ４が存在しない場合においては、
　下記数式（２）で表される指標Ａｃｇが、
　－１０．０　＜　Ａｃｇ　≦　１２０．０
である。
【数７】

【数８】

【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件２を満たさず、前記φＳＳＬ（λ）を有する
光は下記条件２を満たすことを特徴とする発光装置。
条件２：
　対象となる光の分光分布φ（λ）は、ＡＮＳＩ　Ｃ７８．３７７で定義される黒体放射
軌跡からの距離Ｄｕｖが、
　－０．０２２０　≦　Ｄｕｖ　＜　０
である。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件２を満たし、前記φＳＳＬ（λ）を有する光
も下記条件２を満たすことを特徴とする発光装置。
条件２：
　対象となる光の分光分布φ（λ）は、ＡＮＳＩ　Ｃ７８．３７７で定義される黒体放射
軌跡からの距離Ｄｕｖが、
　－０．０２２０　≦　Ｄｕｖ　＜　０
である。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件３を満たさず、前記φＳＳＬ（λ）を有する
光は下記条件３を満たすことを特徴とする発光装置。
条件３：
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　対象となる光の分光分布φ（λ）は、４３０ｎｍ以上４９５ｎｍ以下の範囲における分
光強度の最大値をφＢＭ－ｍａｘ、４６５ｎｍ以上５２５ｎｍ以下の範囲における分光強
度の最小値をφＢＧ－ｍｉｎと定義した際に、
　０．２２５０　≦　φＢＧ－ｍｉｎ／φＢＭ－ｍａｘ　≦　０．７０００
である。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件３を満たし、前記φＳＳＬ（λ）を有する光
も下記条件３を満たすことを特徴とする発光装置。
条件３：
　対象となる光の分光分布φ（λ）は、４３０ｎｍ以上４９５ｎｍ以下の範囲における分
光強度の最大値をφＢＭ－ｍａｘ、４６５ｎｍ以上５２５ｎｍ以下の範囲における分光強
度の最小値をφＢＧ－ｍｉｎと定義した際に、
　０．２２５０　≦　φＢＧ－ｍｉｎ／φＢＭ－ｍａｘ　≦　０．７０００
である。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件４を満たさず、前記φＳＳＬ（λ）を有する
光は下記条件４を満たすことを特徴とする発光装置。
条件４：
　対象となる光の分光分布φ（λ）は、５９０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲における分
光強度の最大値をφＲＭ－ｍａｘと定義した際に、前記φＲＭ－ｍａｘを与える波長λＲ

Ｍ－ｍａｘが、
　６０５（ｎｍ）　≦　λＲＭ－ｍａｘ　≦　６５３（ｎｍ）
である。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件４を満たし、前記φＳＳＬ（λ）を有する光
も下記条件４を満たすことを特徴とする発光装置。
条件４：
　対象となる光の分光分布φ（λ）は、５９０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲における分
光強度の最大値をφＲＭ－ｍａｘと定義した際に、前記φＲＭ－ｍａｘを与える波長λＲ

Ｍ－ｍａｘが、
　６０５（ｎｍ）　≦　λＲＭ－ｍａｘ　≦　６５３（ｎｍ）
である。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　当該発光要素から主たる放射方向に出射される光の分光分布から導出される前記飽和度
差の平均をＳＡＴａｖｅ（Φｅｌｍ）、
　当該発光装置から主たる放射方向に出射される光の分光分布から導出される前記飽和度
差の平均をＳＡＴａｖｅ（φＳＳＬ）と定義した場合に、
　ＳＡＴａｖｅ（Φｅｌｍ）＜ＳＡＴａｖｅ（φＳＳＬ）
を満たすことを特徴とする発光装置。
【請求項１２】
　請求項３～１１のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　当該発光要素から主たる放射方向に出射される光の分光分布から導出されるＡｃｇをＡ

ｃｇ（Φｅｌｍ）、
　当該発光装置から主たる放射方向に出射される光の分光分布から導出されるＡｃｇをＡ

ｃｇ（φＳＳＬ）と定義した場合に、
　Ａｃｇ（φＳＳＬ）＜Ａｃｇ（Φｅｌｍ）
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を満たすことを特徴とする発光装置。
【請求項１３】
　請求項５～１２のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　当該発光要素から主たる放射方向に出射される光の分光分布から導出されるＤｕｖをＤ

ｕｖ（Φｅｌｍ）、
　当該発光装置から主たる放射方向に出射される光の分光分布から導出されるＤｕｖをＤ

ｕｖ（φＳＳＬ）と定義した場合に、
　Ｄｕｖ（φＳＳＬ）＜Ｄｕｖ（Φｅｌｍ）
を満たすことを特徴とする発光装置。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　当該制御要素は３８０ｎｍ≦λ（ｎｍ）≦７８０ｎｍの光を吸収または反射する光学フ
ィルターであることを特徴とする発光装置。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　当該制御要素が発光要素から出射される光の集光および／または拡散機能を兼ね備えて
いることを特徴とする発光装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の発光装置であって、
　当該制御要素の集光および／または拡散機能が凹レンズ、凸レンズ、フレネルレンズの
少なくとも１つの機能によって実現することを特徴とする発光装置。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記発光装置から当該放射方向に出射される光が対象物を照明する照度が５ｌｘ以上１
００００ｌｘ以下であることを特徴とする発光装置。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件５を満たさず、φＳＳＬ（λ）を有する光は下記
条件５を満たすことを特徴とする発光装置。
条件５：
　対象となる光の分光分布φ（λ）において、前記φＢＭ－ｍａｘを与える波長λＢＭ－

ｍａｘが、
　４３０（ｎｍ）　≦　λＢＭ－ｍａｘ　≦　４８０（ｎｍ）
である。
【請求項１９】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件６を満たさず、φＳＳＬ（λ）を有する光は下記
条件６を満たすことを特徴とする発光装置。
条件６：
　対象となる光の分光分布φ（λ）は
　０．１８００　≦　φＢＧ－ｍｉｎ／φＲＭ－ｍａｘ　≦　０．８５００
である。
【請求項２０】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件７を満たさず、φＳＳＬ（λ）を有する光は下記
条件７を満たすことを特徴とする発光装置。
条件７：
　対象となる光の分光分布φ（λ）から導出される波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の
範囲の放射効率Ｋ（ｌｍ／Ｗ）が
　２１０．０　ｌｍ／Ｗ　≦　Ｋ　≦　２９０．０　ｌｍ／Ｗ
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である。
【請求項２１】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件８を満たさず、φＳＳＬ（λ）を有する光は下記
条件８を満たすことを特徴とする発光装置。
条件８：
　対象となる光の相関色温度Ｔ（Ｋ）が
　２６００　Ｋ　≦　Ｔ　≦　７７００　Ｋ
である。
【請求項２２】
　請求項１８に記載の発光装置であって、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件６～条件８の少なくとも１つを満たし、φＳＳＬ

（λ）を有する光は下記条件６～条件８のうち前記Φｅｌｍ（λ）を有する光が満たさな
い条件があれば、そのうち少なくとも１つを満たすことを特徴とする発光装置。
条件６：
　対象となる光の分光分布φ（λ）は
　０．１８００　≦　φＢＧ－ｍｉｎ／φＲＭ－ｍａｘ　≦　０．８５００
である。
条件７：
　対象となる光の分光分布φ（λ）から導出される波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の
範囲の放射効率Ｋ（ｌｍ／Ｗ）が
　２１０．０　ｌｍ／Ｗ　≦　Ｋ　≦　２９０．０　ｌｍ／Ｗ
である。
条件８：
　対象となる光の相関色温度Ｔ（Ｋ）が
　２６００　Ｋ　≦　Ｔ　≦　７７００　Ｋ
である。
【請求項２３】
　請求項１９に記載の発光装置であって、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件５、条件７、及び条件８の少なくとも１つを満た
し、φＳＳＬ（λ）を有する光は下記条件５、条件７、及び条件８のうち前記Φｅｌｍ（
λ）を有する光が満たさない条件があれば、そのうち少なくとも１つを満たすことを特徴
とする発光装置。
条件５：
　対象となる光の分光分布φ（λ）において、前記φＢＭ－ｍａｘを与える波長λＢＭ－

ｍａｘが、
　４３０（ｎｍ）　≦　λＢＭ－ｍａｘ　≦　４８０（ｎｍ）
である。
条件７：
　対象となる光の分光分布φ（λ）から導出される波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の
範囲の放射効率Ｋ（ｌｍ／Ｗ）が
　２１０．０　ｌｍ／Ｗ　≦　Ｋ　≦　２９０．０　ｌｍ／Ｗ
である。
条件８：
　対象となる光の相関色温度Ｔ（Ｋ）が
　２６００　Ｋ　≦　Ｔ　≦　７７００　Ｋ
である。
【請求項２４】
　請求項２０に記載の発光装置であって、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件５、条件６、及び条件８の少なくとも１つを満た
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し、φＳＳＬ（λ）を有する光は下記条件５、条件６、及び条件８のうち前記Φｅｌｍ（
λ）を有する光が満たさない条件があれば、そのうち少なくとも１つを満たすことを特徴
とする発光装置。
条件５：
　対象となる光の分光分布φ（λ）において、前記φＢＭ－ｍａｘを与える波長λＢＭ－

ｍａｘが、
　４３０（ｎｍ）　≦　λＢＭ－ｍａｘ　≦　４８０（ｎｍ）
である。
条件６：
　対象となる光の分光分布φ（λ）は
　０．１８００　≦　φＢＧ－ｍｉｎ／φＲＭ－ｍａｘ　≦　０．８５００
である。
条件８：
　対象となる光の相関色温度Ｔ（Ｋ）が
　２６００　Ｋ　≦　Ｔ　≦　７７００　Ｋ
である。
【請求項２５】
　請求項２１に記載の発光装置であって、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件５～条件７の少なくとも１つを満たし、φＳＳＬ

（λ）を有する光は下記条件５～条件７のうち前記Φｅｌｍ（λ）を有する光が満たさな
い条件があれば、そのうち少なくとも１つを満たすことを特徴とする発光装置。
条件５：
　対象となる光の分光分布φ（λ）において、前記φＢＭ－ｍａｘを与える波長λＢＭ－

ｍａｘが、
　４３０（ｎｍ）　≦　λＢＭ－ｍａｘ　≦　４８０（ｎｍ）
である。
条件６：
　対象となる光の分光分布φ（λ）は
　０．１８００　≦　φＢＧ－ｍｉｎ／φＲＭ－ｍａｘ　≦　０．８５００
である。
条件７：
　対象となる光の分光分布φ（λ）から導出される波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の
範囲の放射効率Ｋ（ｌｍ／Ｗ）が
　２１０．０　ｌｍ／Ｗ　≦　Ｋ　≦　２９０．０　ｌｍ／Ｗ
である。
【請求項２６】
　請求項１～２５のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　Φｅｌｍ（λ）を有する光は下記条件５～条件８の全てを満たし、かつ、φＳＳＬ（λ
）を有する光も下記条件５～条件８の全てを満たすことを特徴とする発光装置。
条件５：
　対象となる光の分光分布φ（λ）において、前記φＢＭ－ｍａｘを与える波長λＢＭ－

ｍａｘが、
　４３０（ｎｍ）　≦　λＢＭ－ｍａｘ　≦　４８０（ｎｍ）
である。
条件６：
　対象となる光の分光分布φ（λ）は
　０．１８００　≦　φＢＧ－ｍｉｎ／φＲＭ－ｍａｘ　≦　０．８５００
である。
条件７：
　対象となる光の分光分布φ（λ）から導出される波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の
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範囲の放射効率Ｋ（ｌｍ／Ｗ）が
　２１０．０　ｌｍ／Ｗ　≦　Ｋ　≦　２９０．０　ｌｍ／Ｗ
である。
条件８：
　対象となる光の相関色温度Ｔ（Ｋ）が
　２６００　Ｋ　≦　Ｔ　≦　７７００　Ｋ
である。
【請求項２７】
　請求項１～２６のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記φＳＳＬ（λ）を有する光は３８０ｎｍ以上４０５ｎｍ以下の範囲において前記発
光要素由来の実効強度を有さないことを特徴とする発光装置。
【請求項２８】
　請求項１～２７のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記青色半導体発光素子は、前記青色半導体発光素子単体のパルス駆動時のドミナント
波長λＣＨＩＰ－ＢＭ－ｄｏｍが４４５ｎｍ以上４７５ｎｍ以下であることを特徴とする
発光装置。
【請求項２９】
　請求項１～２８のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記緑色蛍光体は広帯域緑色蛍光体であることを特徴とする発光装置。
【請求項３０】
　請求項１～２９のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記緑色蛍光体は、前記緑色蛍光体単体の光励起時の発光強度最大値を与える波長λＰ

ＨＯＳ－ＧＭ－ｍａｘが５１１ｎｍ以上５４３ｎｍ以下であり、
　その半値全幅ＷＰＨＯＳ－ＧＭ－ｆｗｈｍが９０ｎｍ以上１１０ｎｍ以下であることを
特徴とする発光装置。
【請求項３１】
　請求項１～３０のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記発光装置は、実質的に黄色蛍光体を含まないことを特徴とする発光装置。
【請求項３２】
　請求項１～３１のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記赤色蛍光体は、前記赤色蛍光体単体の光励起時の発光強度最大値を与える波長λＰ

ＨＯＳ－ＲＭ－ｍａｘが６２２ｎｍ以上６６３ｎｍ以下であり、
　その半値全幅ＷＰＨＯＳ－ＲＭ－ｆｗｈｍが８０ｎｍ以上１０５ｎｍ以下であることを
特徴とする発光装置。
【請求項３３】
　請求項１～３２のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記青色半導体発光素子は、ＡｌＩｎＧａＮ系発光素子であることを特徴とする発光装
置。
【請求項３４】
　請求項１～３３のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記緑色蛍光体は、Ｃａ３（Ｓｃ，Ｍｇ）２Ｓｉ３Ｏ１２：Ｃｅ（ＣＳＭＳ蛍光体）、
ＣａＳｃ２Ｏ４：Ｃｅ（ＣＳＯ蛍光体）、Ｌｕ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ（ＬｕＡＧ蛍光体）
、またはＹ３（Ａｌ，Ｇａ）５Ｏ１２：Ｃｅ（Ｇ－ＹＡＧ蛍光体）であることを特徴とす
る発光装置。
【請求項３５】
　請求項１～３４のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記赤色蛍光体は（Ｓｒ，Ｃａ）ＡｌＳｉＮ３：Ｅｕ（ＳＣＡＳＮ蛍光体）、ＣａＡｌ
Ｓｉ（ＯＮ）３：Ｅｕ（ＣＡＳＯＮ蛍光体）、またはＣａＡｌＳｉＮ３：Ｅｕ（ＣＡＳＮ
蛍光体）を含むことを特徴とする発光装置。
【請求項３６】
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　請求項１～３５のいずれか１項に記載の発光装置であって、
　前記青色半導体発光素子は、前記青色半導体発光素子単体のパルス駆動時のドミナント
波長λＣＨＩＰ－ＢＭ－ｄｏｍが４５２．５ｎｍ以上４７０ｎｍ以下であるＡｌＩｎＧａ
Ｎ系発光素子であり、
　前記緑色蛍光体は、前記緑色蛍光体単体の光励起時の発光強度最大値を与える波長λＰ

ＨＯＳ－ＧＭ－ｍａｘが５１５ｎｍ以上５３５ｎｍ以下で、その半値全幅ＷＰＨＯＳ－Ｇ

Ｍ－ｆｗｈｍが９０ｎｍ以上１１０ｎｍ以下であることを特徴とするＣａＳｃ２Ｏ４：Ｃ
ｅ（ＣＳＯ蛍光体）またはＬｕ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ（ＬｕＡＧ蛍光体）であり、
　前記赤色蛍光体は、前記赤色蛍光体単体の光励起時の発光強度最大値λＰＨＯＳ－ＲＭ

－ｍａｘを与える波長が６４０ｎｍ以上６６３ｎｍ以下で、その半値全幅ＷＰＨＯＳ－Ｒ

Ｍ－ｆｗｈｍが８０ｎｍ以上１０５ｎｍ以下であることを特徴とするＣａＡｌＳｉ（ＯＮ
）３：Ｅｕ（ＣＡＳＯＮ蛍光体）またはＣａＡｌＳｉＮ３：Ｅｕ（ＣＡＳＮ蛍光体）であ
る
ことを特徴とする発光装置。
【請求項３７】
　請求項１～３６のいずれか１項に記載の発光装置が、パッケージ化ＬＥＤ、チップオン
ボード型ＬＥＤ、ＬＥＤモジュール、ＬＥＤ電球、ＬＥＤ照明器具、またはＬＥＤ照明シ
ステムであることを特徴とする発光装置。
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